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社会福祉法人上天草市社会福祉協議会 事業計画書
令和 4 年 度

　現在の社会構造は少子高齢化や人口減少により、地域で役割を担う人や祭りごとの担い手不足な
ど地域そのものの活動が縮小しつつあり、これまでのつながりが希薄化する中で、「8050問題」や
育児と介護のダブルケア、若年層のひきこもりなど、地域住民が抱える課題が複雑化・複合化し、こ
れまでの支援体制では複合課題や狭間のニーズへの対応が困難などの課題が表面化している。
　そして、今もなお新型コロナウイルス感染拡大の影響により、生活が大きく様変わりし、新しい生
活様式を取り入れながら、生活を余儀なくされている状況の中、今後益々地域共生社会の実現に向
けた、断らない相談支援、参加支援、地域づくりに向けた支援を一体的に実施するための事業など、
地域における包括的な相談支援体制の整備が求められている。
　この状況の中、今年度は「第４期上天草市地域福祉計画･地域福祉活動計画」の策定を市と共同
で行い、これまでに引き続き「住み慣れた地域で安心して暮らせる支え合いのまち 上天草」の実現
に向けて、市や１７地区社会福祉協議会をはじめ、区長、民生委員児童委員、各種団体等と、なお一
層、連携・協働し地域福祉の推進役として各種事業に取り組んでいく。

（1）第３期上天草市地域福祉活動計画の着実な実践と評価
　　  ① 小地域ネットワーク活動の充実と未設立地域への早期設立を促進し、安心・安全なまちづ
　　　　くりを推進する。
　　  ② 17地区社会福祉協議会を中心に、住民と共に地域の生活課題の解決に向けた取り組みを支
　　  　 援する。
　　  ③ 地域福祉向上を図るため、住民のニーズと声を反映した事業を展開する。
　　  ④ 市と協働して、事業の取組の進捗状況の把握と評価を行う。
（2）第４期上天草市地域福祉活動計画の策定
　 　 ① 17地区社会福祉協議会を中心に、地域座談会を開催し、その意見を取り入れ、住民と共に
　　　　地域の生活課題の解決に向けた取り組みを策定する。
（3）市及び県社協の委託事業を受託し地域福祉活動を推進する。
（4）本会の組織基盤の強化と広報活動の充実を図る。
（5）地域福祉の拠点となる施設を管理し、各種の福祉事業に取り組む。
（6）地域福祉活動の活性化に向け、地域福祉に携わる人材の育成を推進する。
（7）介護保険事業（居宅介護・訪問介護事業）の適正な対応と運営を促進する。併せて、介護人材等
　　  の確保により経営の改善を図る。

ひとり親事業 レクリエーション研修事業 各種団体養成事業（大道地区社協：柿の木贈呈）

１．基本方針

２．重点目標
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7,160,000

3,940,000

52,375,000

71,155,000

7,048,000

17,029,000

2,520,000

12,000

463,000

3,000,000

4,000,000

2,909,000

1,710,000

3,524,000

17,326,000

22,764,000

216,935,000

会 費 収 入

寄 附 金 収 入

経 常 経 費 補 助 金 収 入

受 託 金 収 入

事 業 収 入

介 護 保 険 事 業 収 入

障害福祉サービス事業等収入

受 取 利 息 配 当 金 収 入

そ の 他 の 収 入

長 期 貸 付 金 回 収 収 入

基金積立資産取崩収入

積 立 資 産 取 崩 収 入

事業区分間繰入金収入

拠点区分間繰入金収入

サービス区分間繰入金収入

前 期 末 支 払 資 金 残 高

　 　 収 入 合 計 　 　

収　入　科　目 金　  額 （円）

125,317,000

38,014,000

7,388,000

5,792,000

9,900,000

3,000,000

4,664,000

1,710,000

3,524,000

17,326,000

300,000

216,935,000

人 件 費 支 出

事 業 費 支 出

事 務 費 支 出

助 成 金 支 出

固 定 資 産 取 得 支 出

長 期 貸 付 金 支 出

積 立 資 産 支 出

事業区分間繰入金支出

拠点区分間繰入金支出

サービス区分間繰入金支出

予 備 費 支 出

　 　 支 出 合 計 　 　

支　出　科　目 金　  額 （円）

会費収入
3.30％

前期末支払
資金残高
10.49％

サービス
区分間
繰入金収入
7.99％

拠点区分間繰入金収入
1.22％

事業区分間繰入金収入
0.79％

基金積立資産取崩収入1.84％

立資産取崩収入1.34％

長期貸付金回収収入1.38％

その他の収入
0.21％

受取利息配当金収入
0.01％

障害福祉サービス事業等収入
1.16％

寄附金収入
1.82％

経常経費補助金収入
24.14％

人件費支出
57.77％事業費支出

17.52％

事務費支出 3.41％

助成金支出
2.67％

長期貸付金支出
1.51％

積立資産支出
2.15％

拠点区分間繰入金支出
1.62％
サービス
区分間繰入金
支出
7.99％

事業区分間繰入金支出
0.79％

受託金収入
32.80％

事業収入
3.25％

介護保険事業収入
7.85％

固定資産取得支出
4.56％

予備費支出
0.14％

収入の部

支出の部
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中村医師講話の様子

　

令
和
３
年
10
月
〜
12
月
に
か
け
て
、「
認
知
症
協
力
応

援
隊
員
養
成
研
修
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

認
知
症
協
力
応
援
隊
員
と
は
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
を
受
講
し
た
後
、
認
知
症
協
力
応
援
隊
員
養

成
研
修
を
修
了
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
こ
と
で
す
。

　

こ
の
研
修
は
年
に
一
度
開
催
し
て
お
り
、
今
年
度
は
第

８
期
生
と
し
て
６
人
が
無
事
に
修
了
さ
れ
ま
し
た
。
今

後
は
、
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
の
方
の
話
し
相
手
や

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
の
お
手
伝
い
な
ど
、
地

域
で
活
動
を
行
う
予
定
で
す
。

●毎回、楽しく会議に参加させて頂いています。医師・CM・薬剤師・施設の
　意見が聞けるありがたい会議です。
●認知症以外でも、各職種の連携が必要になるため、今以上に協力しなければ
　と感じた。
●日頃の業務を振り返り、うなづける内容でした。問題点がなかなか解決しな
　いという点も納得出来ました。認知症の方の思いに寄り添って支援していく
　必要があり、そのためにも連携が必要であることを感じました。

　上天草市の医師、看護師や薬剤師、ケア
マネージャーや介護従事者、消防士らが一
堂に会し、第17回認知症に関わる多職種
連携会議をZOOMミーティングによる
ウェブ会議で令和4年1月25日㈫開催しま
した。
　今回は医療法人仁寿会中村医院 中村修
医師より「かかりつけ医からみた多職種連
携～認知症患者さんをめぐって～」につい
て講話をいただきました。
　講話後には、「医療と多職種の連携」について、グループに分かれて話し合っていただき
ました。新型コロナウイルスの終息が見えない状況ではありますが、インターネット上で各
専門職が顔を合わせて交流が出来て良い時間となりました。今後も、多職種の方と協働し、
困りごとを１つでも解決できるように力をいれていきたいと考えています。

私たち“認知症協力応援隊員”です

第17回 認知症に関わる多職種連携会議開催！
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地域の支え合い活動を
生活支援コーディネーターが

お手伝いします！
生活支援コーディネーターが

お手伝いします！

新人
紹介

白内ルリ子
皆さまの所へお伺いした際には、いろんな事を教えて頂き、積極的に地域の皆さまと
ふれあって支え合いをし、地域づくりに繋げていきたいと思っています。
どうぞ宜しくお願いいたします。

　高齢者が住み慣れた地域で、安心安全に暮らすための必要な生活支援サービスの創出や担い手
の養成、ネットワーク構築、ニーズ調査等を行う「生活支援コーディネーター」が上天草市
に５名配置されています。その内、社会福祉協議会に上記の３名を配置しています。

大矢野地区
(中･維和･湯島)担当

山 河 理 恵

大矢野地区
(中･維和･湯島)担当

山 河 理 恵

松島地区担当

白内ルリ子
松島地区担当

白内ルリ子
龍ヶ岳地区担当

植 野 広子
龍ヶ岳地区担当

植 野 広子

みなさんの
地域での

“活動を教えて”
ください！

地域づくり
について

“一緒に考えて”
いきます！

上天草市と
協働し

支援をおこない
ます！

困りごとを
“お気軽にご相談”

ください！

上天草市の
“あったらいいな!”
を一緒につくり
ましょう！

やま

しら うえ の ひろ こうち こ

かわ り え

しら うち こ
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　上天草市社会福祉協議会では、目が不自由な方な
どへ『上天草市広報』や『議会だより』、『社協だより』
など朗読ボランティアの方がＣＤに録音されたものを
貸し出す事業をしております。利用料は無料です。
　詳しくは下記お問い合わせまでご連絡ください。
　なお高齢者施設等への貸し出しも行いますのでご
希望の際はご連絡ください。

ご利用方法
①お近くの社会福祉協議会各町支所へ申込書を提出する
　※申込書は各支所にあります
②郵便で専用の袋にて自宅へ届けられる
③聞き終わったら同じ袋に入れ郵便で社会福祉協議会へ返却する

お気軽にご連絡ください

主催／上天草市社会福祉協議会（担当 西村）
お問い合わせ TEL０９６９－５６－２４５５

朗読CDお貸しいたします

声とどけます！ぜひ聴いてみませんか♫

　現在、朗読ボランティアこだまグループさん
８名で活動をされています。個人で朗読をされ
たり、数名のグループで朗読をされたりと形式
は様々です。
　聞いてくださる方へどうすればうまく伝わる
のか考えながら朗読されており、真剣にそして
和気あいあいと楽しく朗読されていらっしゃい
ます。
　ご興味のある方は、ぜひ、ご連絡お待ちして
おります！

朗読の様子

　

2
月
15
日
㈫
〜
3
月
12
日
㈯
ま
で
上
天
草
市
社
会
福
祉
協
議
会

龍
ヶ
岳
町
支
所
（
大
道
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
）
に
て
「
ひ
な
飾
り
」
を

展
示
し
ま
し
た
。

　

こ
の
行
事
は
、
各
セ
ン
タ
ー
（
4
町
）
で
コ
ロ
ナ
蔓
延
防
止
が
長
引

く
中
、
皆
様
の
心
の
癒
し
に
少
し
で
も
お
手
伝
い
出
来
れ
ば
と
願
い
展

示
し
ま
し
た
。

　

始
め
は
少
々
寂
し
か
っ
た
館
内
も
皆

様
の
ご
協
力
に
よ
り
随
分
賑
や
か
に
な

り
、
い
つ
の
ま
に
か
癒
さ
れ
て
い
た
の

は
「
わ
た
し
」
自
身
で
し
た
。
セ
ン
タ
ー

職
員
で
力
を
合
わ
せ
イ
ベ
ン
ト
等
開
催

し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
こ
れ

か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

  

（
大
道
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー 

平
井
）

読み手のボランティアさん大募集!!

老
人
福
祉
セ
ン
ター
だ
よ
り
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池田　　豊　常　雄　大矢野町
益田　清次　六　昭　大矢野町
塩田八代子　　直　　大矢野町
佐伯　幸治　秀　康　大矢野町
成田　ツル　繁　房　大矢野町
小林　　強　久美子　大矢野町
藤川　保彦　カズエ　大矢野町
石本　哲人　チヅ子　大矢野町
水野　英代　イツエ　大矢野町
貝川留美子　敏　勝　大矢野町
塩田　聡明　ヒデ子　大矢野町
渡邉　春男　秀　男　大矢野町
出口　博幸　繁　雄　大矢野町
野田　洋一　信　栄　大矢野町
田口　清德　　清　　大矢野町
森田　文雄　高見クニエ　大矢野町
渡辺ヒロ子　　保　　大矢野町
佐伯　秀昭　禮　子　大矢野町
小松野勝明　エイ子　大矢野町
四丸　俊美　　　枝　大矢野町
西村　國広　照　子　大矢野町
渡邉美穗子　博　喜　大矢野町
小林　伸一　光　子　大矢野町
鬼塚　　誠　裕　子　大矢野町
中田　照江　井上スエコ　大矢野町

田﨑　眞一　サチ子　大矢野町
濵岡　富子　チトセ　大矢野町
小嶋　新子　末　次　大矢野町
西田　豊則　サツ子　大矢野町
野田　勝行　タネ子　大矢野町
古嶋　　作　サツキ　大矢野町
渡邉エミ子　正　勝　大矢野町
長本　親司　満　子　大矢野町
長瀨　隆夫　フクヱ　大矢野町
古賀由紀子　壽　夫　大矢野町
𠮷本　高男　ヒサコ　大矢野町
靏田　京子　ツモル　大矢野町
二宮　安彦　千代子　大矢野町
藤島　康記　光　重　大矢野町
本多キミ子　成　利　松 島 町
嶽本　清子　幸　作　松 島 町
澤江　　強　光　子　松 島 町
深井　康史　津代美　松 島 町
本瀨　忠博　トミ子　松 島 町
古田　幸則　光　伸　松 島 町
松尾　和也　千　尋　松 島 町
新宅真由美　徳　広　松 島 町
谷川八重子　次　男　松 島 町
林田　輝明　好　子　松 島 町
萩原ゆみ子　稔　貢　松 島 町

宮﨑　里子　久　助　松 島 町
西村　宗久　林田　勇　松 島 町
城山　秀志　秀　人　松 島 町
兵藤　和子　保　喜　松 島 町
松本　一誠　静　江　松 島 町
葉山　洋一　ヨシエ　松 島 町
橋本　照美　光　徳　姫 戸 町
本田　征雄　シズヱ　姫 戸 町
村枝　清秀　克　子　姫 戸 町
杉　　正文　キヨ子　龍ヶ岳町
岸田　準子　夏　枝　龍ヶ岳町
濵口　弘信　　弘　　龍ヶ岳町
山口　　久　笹　枝　龍ヶ岳町
宮本　博文　與　吉　龍ヶ岳町
玉﨑　裕子　山中セツエ　長 崎 県
川端　利彦　敏　夫　北九州市
最上　悦司　池田トシ子　東 京 都
荒木　康麿　喜　介　天 草 市
赤藤規巳男　七生子　熊 本 市
村上ちか子　浜崎和夫　熊 本 市
中村　則雄　ユリ子　横 浜 市

永木　　茂　　　　　松 島 町
山田　清和　　　　　天 草 市

寄附者名 物故者名 町　名寄附者名 物故者名 町　名

あ
お
ぞ
ら
１
月
号
掲
載
以
降

ご
協
力
い
た
だ
い
た
企
業・学
校

大
矢
野
町
地
区

大
矢
野
中
学
校

姫
戸
町
地
区

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
フ
ァ
ミ
リ
ー
俱
楽
部
、

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
諏
訪
の
森

龍
ヶ
岳
町
地
区

龍
ヶ
岳
中
学
校

赤い羽根共同募金 令和３年度最終報告

8,099
6

424
13
10
9
25
32

8,618

戸 別 募 金
街 頭 募 金
法 人 募 金
学 校 募 金
職 域 募 金
イベント募金
個 人 募 金
その他の募金
合　　計

5,577,500
134,517
2,281,011
95,069
304,965
47,234
88,928
145,950
8,675,174

種　　別 金　　額件　数

善意のご紹介

令和3年12月11日～令和4年3月10日受付まで　（敬称は略させていただきます）

上天草市社会福祉協議会へ、次の方々から社会福祉に役立てて欲しいと、心温まる寄付をいただきました。
皆様のご厚意に対しまして深く感謝申し上げますと共に、故人のご冥福をお祈り申し上げます。

香典返し寄附
寄附者名 物故者名 町　名

篤志寄附
町　名寄附者名
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維和小学校維和中学校 市役所職員

松島中学校谷区 積米区

教良木小学校親交老人会

　たくさんの方に受講いただき、
誠にありがとうございました。
【令和３年度受講人数：551人】
　令和４年度も実施いたします
ので、受講の申し込みお待ちして
おります。
写真は12月1日から3月末までに
受講した団体のものです。

　
1
月
12
日
㈬
に
上
天
草
市
役
所
市
長
室
に
て
、
天
草
信
用
金
庫 

会

長 

山
田
清
和
様
よ
り
ご
寄
附
に
伴
う
贈
呈
式
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
ご
寄
附
は
、
山
田
様
の
旭
日
双
光
章
受
章
に
あ
た
り
、
福

祉
の
向
上
に
貢
献
出
来
れ
ば
と
の
お
気
持
ち
で
い
た
だ
い
た
も
の
で

す
。

　
い
た
だ
い
た
ご
寄
附
は
地
域
福
祉
事
業
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
心
よ
り
感
謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

（　　　　　　　）

認知症サポーター養成講座を開講しました！

ご
寄
附
御
礼

天草信用金庫会長 山田清和様より
ご寄附をいただきました
天草信用金庫会長 山田清和様より
ご寄附をいただきました




